
 

 

 

 

パブリックコメントにおける意見等の概要及び市の考え方 

 

１ 募集期間 

  令和４年８月２６日から９月２６日まで 

２ 閲覧方法 

 ⑴ 市ホームページ 

 ⑵ 窓口（都市計画課、行政情報コーナー、各地域づくりセンター） 

３ 実施結果 

 ⑴ 件数 

   １１件（提出者３人、他１５１人連名) 

 ⑵ 提出方法 

  ア 窓口持参    ４件（１人、他１５１人連名) 

  イ ファクシミリ  ７件（２人） 

 ⑶ 意見等に対する対応 

区分 内容 件数 

ア 反映する意見 意見等の内容を反映し、案を修正したもの １件 

イ 趣旨同一の意見 意見等の同趣旨の内容が既に案に盛り込まれているもの １件 

ウ 参考とする意見 案を修正はしないが、施策等の実施段階で参考とするもの ４件 

エ 対応が困難な意見 対応が困難なもの ４件 

オ その他 案の内容に関する質問等 １件 

 

４ 意見等の概要及び市の考え方 

№ 項目 意見等の概要 市の考え方 

１ 

Ｐ２４、８５ 

第２章 良好な景観形

成の方針 

３ 一般地区 

⑵ 中心都市景観区域 

 中央西地区のうち、兎川寺

－鎌田線以南の景観形成基準

を現状の実態に合わせ、「商業

系地域の商業地区」から「住居

地域」（又は「近隣商業地域」）

に変更すること。 

【エ 対応が困難な意見】 

景観形成基準は都市計画法

の用途地域に合わせて定めて

います。今回は景観法に基づく

景観計画の改定であることか

ら、用途地域の変更を行うもの

ではありません。 

なお、用途地域は、都市全体

の土地利用に関する方針や市

街地像を踏まえ定めるもので

す。当該地は、区画整理事業に

より都市基盤を整備し土地利

用の高度化を図るために商業



 

 

地域としており、変更を行う場

合は、既存建物の建替えに影響

を及ぼすこと等に留意する必

要があります。そのため、これ

までの経緯や現状を踏まえ、用

途地域制度を適切に運用しま

す。 

２ 

Ｐ８５ 

第４章 行為の制限に

関する事項 

２ 景観形成の目標・基  

 準 

 中央西地区のうち、兎川寺

－鎌田線以南を「高さ制限の

緩和」の対象から除外するこ

と。 

【ウ 参考とする意見】 

 高度利用をするため、区画整

理事業により都市基盤を整備

した中央西地区においては、景

観上支障のない範囲で、高さの

緩和を認めることができると

しています。高さ制限の緩和対

象の除外は、地区全体の合意形

成を要するため、慎重な検討が

必要です。ご意見は、今後の参

考とします。 

３ 

Ｐ２４、８５ 

第６章 景観形成の実  

 現 

２ 高さ制限の緩和 

 高さ制限の区域分けが実情

に合っていない。例えば、中央

西地区は、松本駅前と松本駅

南側の兎川寺鎌田線（拡幅道

路）を境とした南側の町並み

（住宅が多い）は異なってい

るにも関わらず、形式的な高

さ制限２９．４ｍとした上で、

実際には４５ｍまでの高さ制

限の緩和を認めているのが実

態であり、高層建築物で埋め

尽くすことも容易な状態であ

る。地域の実情に照らしたき

め細かい区域分けをした上

で、緩和措置を撤廃するか、緩

和するとしてもその条件を厳

格化すべきである。 

【ウ 参考とする意見】 

 当該地は、区画整理事業によ

り都市基盤を整備し、商業地域

として土地利用の高度化を図

ってきました。高さ制限の緩和

措置の撤廃は、地区全体の合意

形成を要するため、慎重な検討

が必要です。 

 緩和条件の厳格化について

は、景観事前協議において、景

観への影響、地域特性の配慮等

を十分確認し、案件ごとに適切

に評価します。 

 

４ 

景観計画全般  市街地に中高層建築物が

次々と建てられ、更に建てら

れようとしている。今後人口

減少や経済活動の縮小によ

り、居住者もおらず、老朽化し

ても修繕取り壊しができない

建築物が街中に残っていくこ

とが予想され、著しく市内の

景観を害することとなる。災

【ウ 参考とする意見】 

 建築物の維持管理は、所有者

が行うものですが、ご意見は課

題として、今後の参考としま

す。 

 社会情勢に対応しながら、松

本市の景観づくりに、取り組み

ます。 



 

 

害時や倒壊防止のための取り

壊し費用も公費で支出する事

態となれば、数十年先の次世

代に負担を強いる。景観計画

は、次世代への負担を考慮し

たコンパクトな街作りを目指

すべきである。 

５ 
 

Ｐ１ 

序章 松本らしい景観

形成を目指して 

１ 景観計画策定の背   

 景 

 

 

 「松本城本丸及び二の丸（外

堀）内から北アルプス及び美

ヶ原高原を中心とした～景観

の保護、天守閣の存在感保持、

城周辺の住環境の保全を図っ

ています。」の「外堀」は、「史

跡」にするべきではないか。 

【ア 反映する意見】 

 「（外堀）」の表現は削除しま

す。 

 

 

Ｐ４ 

序章 松本らしい景観

形成を目指して 

３ 景観計画の位置付  

 け 

 図の景観計画の位置付けの

箇所で、景観法が松本市の範

囲に入っているがいかがか。 

 

【ア 反映する意見】  

 松本市が運用していく趣旨

で記載しています。国の法律で

あるため、括弧書きで｢（国）｣

と追記します。 

Ｐ５～４５ 

４ 景観の意義 

 

 「本市」と「松本市」が散見

されるが、使い方を整理した

方がよい。 

【ア 反映する意見】 

「松本市」に統一します。 

 

Ｐ７ 

第１章 景観形成の基

本理念 

１ 松本市の景観特性 

 ｢街中や里から仰ぎ見る北

アルプス～｣の、里の表現は一

般的表現ではないと思われる

ので再検討して欲しい。 

【ア 反映する意見】 

「里」を「郊外」に修正し、

「市街地や郊外から」の記載

にします。 

Ｐ１０ 

第１章 景観形成の基

本理念 

２ 基本理念 

 景観作法の説明文をお願い

します。 

 

 

【ア 反映する意見】  

 景観作法の説明文を次のよ

うに追記します。 

「景観作法（景観におけるデザ

イン上の配慮事項）」 

Ｐ２１ 

第２章 良好な景観形

成の方針 

２ 重点地区 

 「大名町大手門井戸」の表記

は、分かりにい。 

 

【ア 反映する意見】  

「大名町大手門井戸（基幹博物

館東側）」に修正します。 

Ｐ２３ 

第２章 良好な景観形

成の方針 

３ 一般地区 

⑴ 歴史的景観区域 

 

「本市の代表的建造物である

国宝松本城をはじめ、城下町

の歴史的街並みや街路、国宝

旧開智学校など、～」とある

が、旧開智学校は、歴史的街並

みでないので、不適切ではな

いか。 

【ア 反映する意見】  

「松本市の代表的建造物であ

る国宝松本城をはじめ、国宝旧

開智学校や、城下町の歴史的街

並みや街路など、～」に修正し

ます。 



 

 

Ｐ６３ 

第４章 行為の制限に

関する事項 

１ 届出対象行為 

 図の点線が、斜めになって

いる。 

 

 

【ア 反映する意見】  

 図の線を修正します。 

 

 

 

Ｐ９１ 

第６章 景観形成の実   

 現 

２ 高さ制限の緩和 

 景観審議会の説明文で、「必

要な事項を調査し、又は、審議

する機関です。」とあるが、「又

は」はおかしくないか。 

【ア 反映する意見】  

「必要な事項の調査及び審議

を行う機関です。」に修正しま

す。 

 

６ 

Ｐ１４ 

第１章 景観形成の基

本理念 

３ 基本方針 

 「未来の来訪者に引き継ぐ

努力～」とあるが、「未来の訪

れる人々に引き継ぐ努力～」

の方が適切ではないか。 

【イ 趣旨同一の意見】 

 来訪者は、「訪れる人々」との

意味で使用しています。 

７  

Ｐ１ 

序章 松本らしい景観

形成を目指して 

１ 景観計画策定の背   

 景 

 

１ 「平成１６年度に松本市

や全国の自治体で積極的に取

り組まれている」の松本市は

不要ではないか。 

 

２ 「県内で最大の面積を有

する都市となりました。」の

都市は市ではないか。 

 

【ウ 参考とする意見】 

１ 松本市は景観法が制定さ

れる前から、積極的に景観行政

に取り組んでいることを明示

するために、記載しています。 

 

２ 都市の記述は、人口規模等

の基準はなく、広義の意味で使

用しています。 

Ｐ２ 

序章 松本らしい景観

形成を目指して 

２ 景観計画改定に当

たって 

 

 

 

 

１ 「居住者や来訪者を呼び

込むことから、市民共有の財

産として～」の来訪者の表現

は適切か。 

 

２ 「電線類地中化や建築物

のファサード修景を～｣は電

線類の地中化が適切ではない

か。 

【ウ 参考とする意見】 

１ 来訪者は「訪れる人々」の

意味で使用しています。来訪者

を呼び込むという効果も含め、

良好な景観を市民共有の財産

として位置付けています。 

 

２ 本計画では電線類地中化

を一つの言葉として表記して

います。 

Ｐ４ 

序章 松本らしい景観

形成を目指して 

３ 景観計画の位置付   

 け 

 

 図の中の表記で、｢お城周辺

地区まちづくり協定｣とある

のは、第１地区と第２地区に

分けなくてよいか。 

 

 

【ウ 参考とする意見】 

 お城周辺地区や中央西地区

は、「第１ブロック」等のブロッ

クごとに細分化することもで

きますが、図として煩雑な表現

になることを避けるため、地区

ごとにまちづくり協定を表記

しています。 

Ｐ７ 

第１章 景観形成の基

本理念 

１ 松本市の景観特性 

 「いずれも平成１８年度ア

ンケート｣の表記は、平成２０

年度松本市景観計画策定前の

話だが検討しなくて良いか。 

【ウ 参考とする意見】  

 ご指摘の表記は、これまでの

経過説明の一文です。 

 

 



 

 

Ｐ２２ 

第２章 良好な景観形

成の方針 

２ 重点地区 

 「町人地として、城下町の町

割りが残り～」との表記だが、

町人屋敷の方がよくないか。 

 

【ウ 参考とする意見】 

 町人地には、町人が住む所の

意味があり、一般的な表記とし

ています。 

Ｐ２３ 

第２章 良好な景観形

成の方針 

３ 一般地区 

⑴ 歴史的景観区域 

 「武家屋敷、町人地を中心と

した城下町であり、～」とある

が、「武家屋敷、町人屋敷」の

表現が適切ではないか。 

【ウ 参考とする意見】 

町人地には、町人が住む所の

意味があり、一般的な表記とし

ています。 

 

Ｐ４７ 

第３章 眺望景観形成

の方針 

２ 眺望景観の整理と

景観形成に向けた考

え方 

⑸ 眺望点別配慮指針 

 Ａ図とＢ図に南西外堀を入

れるべき 

 

 

【ウ 参考とする意見】 

 南西外堀復元事業の進捗に

合わせ、図を修正します。 

 

 

 

 

Ｐ９３ 

第６章 景観形成の実  

 現 

４ 公共施設による景

観づくり 

 「公共施設とは、建築物や道

路、広くは街路樹なども含み、

～」とあるが、表現が適切でな

い。 

 

【ウ 参考とする意見】 

 公共施設は、国や地方公共団

体が整備・維持している施設を

総称しています。道路・公園・

図書館などがあります。 

 

景観計画 全般 

 

 

 景観計画見直し業務委託先

の業者の言葉でなく、松本ら

しい表現にした方がよいと思

います。 

【ウ 参考とする意見】 

 本計画の改定では、松本らし

い表現に努めます。 

８ 

表紙、Ｐ１０ 

第１章 景観形成の基

本理念 

２ 基本理念 

 

 

 「暮らし・自然・歴史つむぐ、

景観都市まつもと」のキャッ

チフレーズは、「私たちは、暮

らし・自然・歴史をつむぐ、景

観都市まつもと」の方が適切

ではないか。 

【エ 対応が困難な意見】 

 キャッチフレーズは、良好な

景観形成に向けたコンセプト

を、簡潔にまとめています。 

 当該部分の字句修正は行わ

ず、原文のままとします。 

Ｐ９４ 

第６章 景観形成の実  

 現 

５ パートナーシップ

による景観づくり 

 「景観賞の継続実施」とある

が、近年、建造物や屋外広告物

の方向性が違うように思われ

るので、考え方を見直した方

がよいと思う。 

【エ 対応が困難な意見】 

 松本市景観賞は、市民から応

募された建築物等について選

考されるため、年度ごとに多様

な作品が選ばれる傾向にあり

ます。景観賞は、景観に対する

市民意識の高揚と良好な景観

形成に向けた市民のまちづく

り活動の推進を目的としてい

ますので、今後も継続実施を考

えています。 



 

 

９ 

Ｐ１２ 

第１章 景観形成の基

本理念 

３ 基本方針 

 

 

 

 「石積の方法」「市域周辺」

との表記があるが、何を指し

ているのか。 

 

 

 

 

【オ その他】 

「石積の方法」とは、市内に残

存する野面積みや、落し積み等

の方法を、総称として表現した

ものです。また市域周辺につい

ては、近隣市町村とも連携すべ

き景観保全について記載した

ものです。 

Ｐ１４ 

第１章 景観形成の基

本理念 

３ 基本方針 

 「向こう三軒両隣の市民が」

の表記は、何か。 

 

 

【オ その他】 

「向こう三軒両隣」は、地域の

ご近所同士の連帯的な繋がり

が大切と考えています。 

Ｐ２３ 

第２章 良好な景観形

成の方針 

３ 一般地区 

⑴ 歴史的景観区域 

 「平城、土蔵、大正・昭和初

期の洋館など、個性ある景観

形成～」とあるが、平城の表現

は松本ではしない。昭和初期

の洋館とは何か。 

【オ その他】 

 松本城は、現存天守唯一の平

城であることから記載してい

ます。大正・昭和初期の洋館と

は、旧松岡医院などが代表的な

建物です。 

Ｐ５１ 

第３章 眺望景観形成

の方針 

２ 眺望景観の整理と

景観形成に向けた考

え方 

⑸ 眺望点別配慮指針 

 「埋橋越しには中景として

旧開智学校を望むこともでき

る。」とあるが、可能か。 

【オ その他】 

 一部を望むことができます。 

10 

Ｐ９１ 

第６章 景観形成の実  

 現 

２ 高さ制限の緩和 

 

 高さ緩和の主な配慮事項

（５項目）の修正・追記「５．

まちづくり協定の尊重」を

「５．まちづくり協定の遵守」

に修正してほしい。 

 ６として、「近隣（隣接）住

民との合意形成」を追記して

ほしい。 

  

【エ 対応が困難な意見】 

 高さ緩和の主な配慮事項（５

項目）の記載について、改めて、

松本市景観計画専門部会で協

議しました。景観は画一的に評

価できないため、計画案に記載

した配慮事項（５項目）につい

ては、削除することとします。 

高さの緩和については、個

別案件ごとに地域特性に合わ

せ評価します。 

11 

Ｐ９５ 

第６章 景観形成の実  

 現 

６ 景観計画の点検・評

価、変更 

 

（３）計画の点検・評価の進め

方について、「評価の実施にあ

たっては、有識者等も交えた

評価方法について検討を深め

ます。」の記述に対し、「対象案

件の近隣住民」を追記してほ

しい。 

【エ 対応が困難な意見】 

 計画の点検・評価の実施にあ

たっては、評価方法・評価者選

定について、有識者含めた体制

で検討を行います。市域全体の

計画であることから、評価者は

個別案件の関係者ではなく、第

三者による客観的評価が必要

と判断していますので、原文の

ままとします。 



 

 

市議会建設環境委員協議会における意見等の概要及び市の考え方 

 

１ 日時  令和４年８月１９日 

 

２ 意見等に対する対応 

区分 内容 件数 

ア 反映する意見 意見等の内容を反映し、案を修正したもの ２件 

イ 趣旨同一の意見 意見等の同趣旨の内容が既に案に盛り込まれているもの なし 

ウ 参考とする意見 案を修正はしないが、施策等の実施段階で参考とするもの ６件 

エ 対応が困難な意見 対応が困難なもの なし 

オ その他 案の内容に関する質問等 なし 

 

３ 意見等の概要及び市の考え方 

№ 項目 意見等の概要 市の考え方 

１ 

Ｐ５０～６１ 

第３章 眺望景観

形成の方針 

２ 眺望景観の整

理と景観形成に

向けた考え方 

■松本市 眺望景観 

観光客の行動範囲も想定し

た上で、眺望の案内ができる

パンフレットを付属資料とし

て作成してはどうか。地元の

市民に松本の良さを再認識し

てもらいながら、観光客への

周知にもなり、松本の観光や

日常生活に大きく貢献できる

と考える。今後検討してほし

い。 

【ウ 参考とする意見】 

『松本市景観計画』では、主に眺

望に関する配慮指針をまとめ、市

民や事業者への景観誘導を図っ

ています。 

現在市ホームページで公開し

ている「眺望点ＭＡＰ」も活用し

ながら、眺望景観の周知について

研究します。 

２ 

Ｐ６１ 

第３章 眺望景観

形成の方針 

２ 眺望景観の整

理と景観形成に

向けた考え方 

⑲ 安養寺前 

図に示された眺望点の位置

及び写真の方角が、写真と整

合性が取れていない。 

訂正をお願いしたい。 

【ア 反映する意見】 

眺望点の位置と写真の方角を

修正します。 

３ 

Ｐ７３ 

第４章 行為の制

限に関する事項 

２ 景観形成の目

標・基準 

⑵ 景観形成基準 

 

本市は、ダイバーシティ、多

様性を認めることを掲げてい

る一方、景観計画では統一性

を求めている点について議論

をしたのか。議論をしていな

いのならばその旨を記載し、

多様性を認めるゆとりを少し

残してほしい。 

 

【ウ 参考とする意見】 

多様性についての議論はして

いませんが、現計画では極端な統

一性は求めていません。一例とし

て建築物の色彩制限について、基

準に幅を持たせて対応していま

す。建築主は、その幅の中で計画

をしていただいています。 

また、「景観形成の目標」は定

性基準を記載することで、計画に

おける多様性を考慮しています。 

 



 

 

４ 

Ｐ８５ 

第４章 行為の制

限に関する事項 

２ 景観形成の目

標・基準 

⑶ 高さ制限と色

彩制限 

高さ制限の「２９．４ｍ」

はお城の高さを基にしている

が、地表面からなのか、堀の

水面からなのか。 

「２９．４ｍ」がお城の高さ

だと知っている人がどれくら

いいるのか、どうしてその数

値を決めたのか、数字に根拠

を持たせて周知をしてほし

い。 

【ア 反映する意見】 

全市域における建築物の高さ

の最高限度の基準を、松本城天守

の高さと同じ「２９．４ｍ」と設

定していることについて、  

別紙２－１のとおりコラム形式

で追記します。 

５ 

Ｐ８５ 

第４章 行為の制

限に関する事項 

２ 景観形成の目

標・基準 

⑶ 高さ制限と色

彩制限 

屋敷林の高さは１０ｍを超

える場合もある。その屋敷林

の中の建物高さを、一律  

１０ｍ以下で規制する必要が

あるのか。 

 

【ウ 参考とする意見】 

平成２０年の計画策定時、地域

毎に既存建物の高さを調査し、高

さ制限値を決定しています。 

今回の改定では高さ制限値の

変更を行いませんが、次回の改定

時に数値の妥当性について議論

の機会を設け、今後整理をしま

す。 

６ 

Ｐ８０ 

第４章 行為の制

限に関する事項 

２ 景観形成の目

標・基準 

⑵ 景観形成基準 

 

「屋根は原則として勾配屋

根とし、適度な軒の出を有す

るものとする。」と記載がある

が、本当に必要な規制なのか。 

 

【ウ 参考とする意見】 

平成２０年の計画策定時、市民

会議やワークショップにおいて、

勾配屋根等の記載の要望があり

ました。 

今回の改定では景観形成基準

の変更を行いませんが、次回の改

定時に基準の妥当性について議

論の機会を設け、今後整理をしま

す。 

７ 

Ｐ７５ 

第４章 行為の制

限に関する事項 

２ 景観形成の目

標・基準 

⑵ 景観形成基準 

以前塩尻インター付近で、

サーチライトが問題になっ

た。本計画でも「夜間景観創

出」の記述があるが、将来的に

本市でも似た問題が起こる可

能性がある。景観の観点から、

どのように考えているか。 

 

【ウ 参考とする意見】 

光害については、平成１３年に

『松本市ライトアップ基本計画』

を策定し、指針を定めています。 

本計画においても、照明は周辺

への光の影響に配慮しつつ、効果

的な夜間景観の演出を図るよう

記述しています。 

８ 

Ｐ５０～６１ 

第３章 眺望景観

形成の方針 

２ 眺望景観の整

理と景観形成に

向けた考え方 

■松本市 眺望景観 

眺望点の選定等で、外国人

や移住者等の外から来た人の

声が、反映された計画なのか。

反映されていないのであれ

ば、今後反映を検討してほし

い。 

 

【ウ 参考とする意見】 

眺望点は、長野県建築士会に調

査を委託し、市内を幅広く調査し

ました。選定条件として、「不特

定多数が利用できること」「松本

市にとって重要な景観資源を眺

望できること」の２点を条件に選

定しました。 

今後も広く情報収集し、必要に

応じ眺望点を追加していく予定

です。 



 

 

市議会９月定例会一般質問における意見等の概要及び市の考え方 

 

１ 日時  令和４年９月１４日 

 

２ 意見等に対する対応 

区分 内容 件数 

ア 反映する意見 意見等の内容を反映し、案を修正したもの ２件 

イ 趣旨同一の意見 意見等の同趣旨の内容が既に案に盛り込まれているもの なし 

ウ 参考とする意見 案を修正はしないが、施策等の実施段階で参考とするもの なし 

エ 対応が困難な意見 対応が困難なもの なし 

オ その他 案の内容に関する質問等 なし 

 

３ 意見等の概要及び市の考え方 

№ 項目 意見等の概要 市の考え方 

１ 

Ｐ９２ 

第６章 景観形成

の実現 

３ 関連制度等の

活用 

⑴ 都市計画制度

の活用 

 

 

 現計画は、景観形成基準と

は別に、地域住民の合意を得

ながら、高さ制限の強化を付

加できるとしていたが、見直

し案では、高さ制限の強化条

件を削除している。高さ制限

の強化を継続しないと受け取

れるが見解を伺いたい。  

【ア 反映する意見】 

 景観計画の高さ制限は、見直し

案においても現計画から変わり

ません。景観形成基準の上乗せの

記述についても、現計画のとおり

記載します。（別紙３－１参照） 

 

 

２ 

Ｐ９１ 

第６章 景観形成

の実現 

２ 高さ制限の緩  

 和 

 

 

 

 事前協議の対象を高さに限

定していることから、事業者、

設計者が景観への影響、地域

特性をどのように読み解き計

画したか、周辺住民はどう考

えているかを評価するもの

で、「景観計画の手引き」によ

る分かりやすさより、案件ご

とに評価すべき。特に、高さの

緩和を求める事前協議におい

ては、「景観計画の手引き」の

定性基準ではなく、個別に評

価することが目的に照らした

協議方法と考える。 

 松本市景観計画専門部会に

おいて、事前協議制度の評価

【ア 反映する意見】 

松本市景観計画専門部会にお

いて、高さ緩和の配慮事項（５項

目）について、議論した結果、 

別紙３－２のとおり景観計画へ

の記載をしないこととします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会における高さ緩和の評価に

関し、高さ緩和の配慮事項（５

項目）の記載について、景観審

議会等で改めて専門家の意見

を伺い、議論し、景観計画への

記載を見直してほしい。 



 

 

  第６１回松本市都市計画審議会における意見等の概要及び市の考え方 

 

１ 日時  令和４年１０月２６日 

 

２ 意見等に対する対応 

区分 内容 件数 

ア 反映する意見 意見等の内容を反映し、案を修正したもの なし 

イ 趣旨同一の意見 意見等の同趣旨の内容が既に案に盛り込まれているもの １件 

ウ 参考とする意見 案を修正はしないが、施策等の実施段階で参考とするもの ２件 

エ 対応が困難な意見 対応が困難なもの なし 

オ その他 案の内容に関する質問等 ２件 

 

３ 意見等の概要及び市の考え方 

№ 項目 意見等の概要 市の考え方 

１ 

Ｐ３９、４０ 

第２章 良好な景観

形成の方針 

４ 景観軸 

⑵ 河川軸 

 

 眺望点の河川軸について、

牛伏川のフランス式階段工は

良いと思っているが、代表的

な河川軸としての７軸に入っ

ていない。牛伏川を入れるこ

とを検討したのかを伺いた

い。 

【ウ 参考とする意見】 

 眺望点について、市内を幅広く

調査し１０８カ所をリストアッ

プしましたが、牛伏川は入ってい

ません。ふさわしい河川軸があれ

ば必要に応じて追加を検討しま

す。 

 

 

２ 

Ｐ４２ 

第３章 眺望景観形

成の方針 

２ 眺望景観の整理

と景観形成に向け

た考え方 

 

 今回の計画にビュー・コリ

ドーやシークエンスといった

記載がされているが、日本語

で記載する方が、誰が見ても

分かりやすいのではないか。

解説を見ればわかるというこ

ともあるかもしれないが、読

んでいて分かりやすい表現が

良いと考える。 

 

 

【イ 趣旨同一の意見】 

 分かりにくい専門用語は、一般

の方が分かるように補足説明を

加えます。 

 

 

 

 

 

３ 

Ｐ５５、５７ 

第３章 眺望景観形

成の方針 

２ 眺望景観の整理

と景観形成に向け

た考え方 

 

 眺望景観として記載されて

いる箇所の写真を見ると、景

観上電線が気になるところが

ある。電線に対して何か配慮

はあるのか。 

【オ その他】 

 景観計画が、届出対象としてい

るのは、一定規模以上の建築物や

工作物であり、高さ２０ｍ以下の

電柱や電線は対象外となってい

ます。 

 

 

 



 

 

 

４ 

景観計画全般  建築物や工作物のみが景観

計画の対象ということだが、

今後の方針として、美しい景

観を守っていく観点から、電

線なども配慮した方が良いと

考える。 

【ウ 参考とする意見】 

 建築物や工作物のほか、屋外の

物件の堆積、道路その他公共空間

から望見されるもの、盛土等の土

地の形質の変更も届出対象とし

ています。通信施設では、携帯電

話の基地局等、高さ２０ｍを超え

るものが対象となります。 

５ 

景観計画全般  電線の地中化計画は景観計

画とは直接は関係していない

と思われるが、実際にどのよ

うに進めているのか。 

【オ その他】 

 松本市の電線地中化事業は、エ

リアを定め、計画的に取り組んで

います。長野県が中心となり市町

村・国を含めた５年毎の事業計画

を策定しています。その計画に基

づき、電気・通信事業者等と協議

し、整ったところから事業を実施

しています。具体的な箇所として

は、松本城周辺や松本駅周辺を実

施しています。 


